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生産組合長報償費について

生産組合長の対象者人数と 1
人当たりの報償費支払額は。　

73 人で、1 人当たり 5 千円。

土木費について

前年度比 122.4％となった主
な要因は。 

令和６年度の自由通路整備事
業に、令和５年度予算から繰越
明許された予算で実施されたた
め、令和６年度予算としてはゼ
ロだったものが、令和７年度当
初予算には１億 9,976 万円予
算計上した。また、舗装工事請
負費の予算が令和６年度当初予
算に比べ１億 2,180 万円増額。

予算措置の考え方は。
道路や橋梁といった交通イン

フラの維持管理や補修は優先的
に取り組むべき課題。必要な事
業へ限られた財源を効率的に配
分する。

八穂クリーンセンター周辺環境整
備事業交付金について

事業費 680 万円の内容は。
市道鍋田 12 号線 1,800㎡の 

舗装工事。

空家除却費補助金について

空き家は何件分を見込んでい
るか。

これまでの実績等に基づき
20 万円を６件分。

調査研究した参考事例を含め
た対策は。

補助金活用の相談も多いため
事業を継続し、空き家対策事業
について周知。

市街地整備業務委託料について

対象３地区の事業費の内訳
は。

車新田地区は、土地区画整理

事業で 1,800 万円。 西末広地
区は、工業系の土地利用を図る
ため 880 万円。弥富駅周辺地
区は、弥富駅中央駅前広場、都
市計画道路弥富名古屋線を中心
とした駅周辺のまちづくりを進
めるため 500 万円。

◇令和７年度弥富市一般会計予算
結婚新生活支援補助金について

見直した内容は。
住宅取得費、リフォーム費、

引越費用を補助金対象とする。

区長・区長補助員賠償責任保険料
について

補償内容は。
規定されている職務中の事故

において、対人・対物事故によ
り損害賠償責任を負担すること
で被る損害について補償。支払
限度額は 1 億円。

周知されているか。
区長会にて資料を配布する。

地域づくり補助金について

見込み件数は。
5 万円の市民提案型地域貢献

コース 30 件、10 万円の行政
提案型課題解決コース 3 件。

行政提案型の内容は。
多文化共生事業、若者による

地域活性化事業、地域猫活動事
業を提案。

市民活動スペース運営業務委託料
について

積算根拠は。
「やとみっけ」の管理運営費、

「やとみっけベース」の運営費、
交流促進事業の企画運営費、会
議費、一般管理費を積算項目と
して予算を積算した。

犯罪被害者等支援金について

支援金額の決定方法は。
愛知県の見舞金制度と同様の

要件で支給。

住宅用地球温暖化対策設備設置費
補助金について

内容は。
定置用リチウムイオン蓄電シ

ステム導入で 15 万円、電気自
動車等充給電設備導入で 5 万円
を補助。

公害対策事業について

事業内容と検査報告の確認方
法は。

北部中心に、市内 7 か所の河
川水質検査と高速道路及び幹線
道路等市内 2 か所の自動車騒音
調査を実施し、市ホームページ
にて公表。

近鉄駅通路壁面パネル展示工事請
負費について

展示場所は。
改札口への両側階段通路壁面

が候補。

具体案は。
金魚で検討。

◇令和７年度弥富市一般会計予算
一般保険事務事業について

海南病院の救命救急センター
業務の運営に要する経費に対す
る補助金が、5 市町村で年間 1
億円と昨年度の 2 倍になってい
るがその理由は。

コロナ禍以降、救急搬送件数
が増加し、毎年約 3 億円の赤字
となっている。救命医療の安定
提供のため、弥富市、愛西市、
蟹江町、飛島村、木曽岬町の各
首長が出席した海南病院運営協
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